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推薦図書 

モーリス・ルブラン／訳・石川湧 

『奇巌城』 

創元推理文庫 

 

―アルセーヌ・ルパン―この名前を聞いた

ことはありますか？むしろルパン三世の祖

父と紹介したほうがわかる方が多いのかも

しれません。（著作権的には違います。あく

まで作中で匂わせているのみです。）彼は２

０世紀初頭、フランスの小説家モーリス・

ルブランによって書かれた推理・冒険小説

の主人公及びそのシリーズの総称です。彼

は冒険家にして義賊、ある時は探偵で、別

の時は多くの部下を束ねる泥棒組織のボス

であったりします。今回、その中でも人気

の高い「奇巌城」を紹介します。舞台はフ

ランスのル・アーブル地方。そこでルパン

はある古城に盗みに入りますが、そこでド

ジを踏んでしまいます。しかし、負傷した

彼はある助けで逃げ切ります。まんまと逃

げられてしまった警察は、今度はイギリス

からある有名な探偵を呼び寄せます。さら

にこの頃、舞台である古城に無名の天才学

生が訪れます。彼によって古城の仕掛けは

解かれ、この地方のどこかにマリーアント

ワネットが隠した莫大な遺産があることが

判明します！ルパンはこの遺産を狙ってい

たのです！さあ！ルパンが遺産を盗むのが

先か、天才学生が発見するのが先か！イギ

リスの探偵が迫っている中お互いに一歩も

譲らない戦いが展開されます！ 

(S・I) 

 

M.ウェーバー／訳・尾高邦雄 

『職業としての学問』 

岩波書店ほか 

 
学問自体は、古代ギリシャの自由七科(リベ

ラルアーツ)、あるいはもっと古くから存在

していたと考えられていますが、時を経る

に従ってその内容は変化し、特に近代に入

ってからは、学問というものの考え方、あ

るいはそれを提供する教育の在り方が、前

近代のそれとは大きく変わってきています。 
 
これまで教育を受けてきた小学校(あるい

は幼稚園)から今までを思い返していただ

くとお判りかと思いますが、現代の学校教

育というものは、学生(生徒、または児童)
の健全な成長を促進し、社会に出るために

必要な知識や作法を習得させるための場と

なっています。日本の大学の場合、キャリ

ア講座、資格助成等が前述に該当すると思

います。 
 
ウェーバーは、19 世紀後半～20 世紀初頭の

ドイツ(プロイセン)の社会学者・経済学者で

すが、彼が言うには、日本の大学において

行われている上述のようなことは、本来の

大学教育の意義には含まれていません。あ

くまで大学とは、事実を客観的に把握・判

断する力を学生に身につけさせるところで、

学問とは、(勇気ある)個人に世界を明瞭に認

識する力を与えるだけのものなので、これ

からどう生きるかについて学問は沈黙しな

ければならない、と主張しています。 
 
このことを踏まえると、TOEIC や SPI のた

めに真剣になる気が減退する人もいるかも

しれませんが、あくまで 1 世紀前のことで

すからご参考程度に捉えられるのがよろし

いかと思います。 
 

(H・O) 
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編集後記  

―前号に続く、本についての短い考察― 

 

本は、ご承知の通り、紙とインク(と接着剤等)によ

って出来ています。その本が現在の形態に近付い

たのが、15 世紀にドイツ人グーテンベルクが活版

印刷を発明したことに由来することも、広く知ら

れていることでしょう。最近、その本という形態

が電子書籍に取って変わろうとしています。電子

書籍は、離れたページを瞬時に比較したり、書き

込みをしたりすることはできませんが、持ち運び

が容易になり、ページが雨に濡れて破れたりふや

けたりすることや、虫が喰わないように保管方法

に気を付けるといった心配をする必要はありませ

ん。また、書き込みが出来ないといっても、教科

書にせよ、小説にせよ、読みながら思ったことを

書き込みながら読むという習慣が、若い世代を中

心に無くなって来ていることを考えると、タッチ

パネルで操作することの不便を感じる人は、年々

少なくなっていくかもしれません。しかし、その

ように、ただ字面を追うだけでは、本に対する愛

着は湧かないと思います。さすがに、夏目漱石の

『三四郎』よろしく、図書館で貸し出されている

本に書き込むのは感心しませんが、書店で購入し

た本に書き込みをしながら本を読むことで、私だ

けの本になるという意識が芽生えれば、紙とイン

クの本も捨てたものではなかろうと思うに違いな

いと私は考えるのですが、みなさんはいかがです

か？ 

(H・O) 

 

 

 

 

 

 

 企画委員より 

 
甲南大学経済学会では、今年も毎年恒例の社

会見学を行います。 

今回は、地元の地場産業に注目した【地域密

着型フィールドワーク】をコンセプトに、播

州地域の「ものづくり」を支える姫路へのフ

ィールドワークを企画しています。 

見学先は、【灘菊酒造・大阪ガス姫路ガスエ

ネルギー館】です。 

播州地域は、日本一の酒米「山田錦」や「兵

庫夢錦」など酒造好適米を産し、市川や揖保

川といった水に恵まれた土地柄のため古く

から酒どころとして有名です。 

明治 43 年創業の灘菊酒造もその一つで、古

くから播州播磨の伝統地酒を酒造していま

す。昔ながらの酒蔵の 佇
たたず

まいを味わうこと

ができます。 

大阪ガス姫路ガスエネルギー館では、環境に

やさしい天然ガスを始め、地球環境やエネル

ギーについて、見て・触
ふ

れて・楽しく学ぶこ

とが出来ます。 

また、昼食はホテル日航姫路のランチバイキ

ングに行きます。 

興味のある方は 5 号館 5 階経済コモンルー

ムまでお越し下さい。 

 
開 催 日：2011 年 11 月 24 日（木） 

募 集 人 数：40 名（先着順） 

参 加 費：500 円 

申 込 締 切：2011 年 10 月 17 日（月） 

 



甲南大学経済学会 
編集委員 

 

これらは全て、甲南大学(岡本キャンパス)で撮った写真です。 

どこで撮った写真か、分かりますか？ 

※撮影場所は次号、

お知らせします。 
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